③安全管理マニュアル（外傷・その他編）
（事故の分類）

①施設内外傷

②施設内他疾患

③施設外外傷

④施設外他疾患

⑤軽度認知症者徘徊による失踪等の対応

（外傷①・③の対応）

１・①の場合、即刻鍼灸師による外傷の程度の確認
· ③の場合においても外傷の程度を確認し、その後の対応し必要な場合処置する
２・開放性の外傷の場合、救急車の手配、救急隊に対し外傷機転、状況説明を行う

· 非開放性の外傷の場合、鍼灸師が対応し、必要な場合は協力医療機関等専門の分野担当病院・医師への紹介状と共に精査・転医を円滑に行う。

（他疾患②・④の対応）

１・呼吸・脈拍・意識障害を確認し、それに応じて臨時応急手当を行いつつ、他方職員は必要に応じて救急車の手配を行う。
（失踪等の対応）

１・万が一失踪者が見られた場合、警察、消防、利用者のご家族に連絡

２・当該地域の防災担当に緊急連絡し、防災無線等での失踪者の情報放送を願う

３・失踪者の捜索は担当の職員が行い、その連絡は管理者に一元化する

４・失踪者の確保にいたった場合、関係警察消防機関、家族及び福祉課・地域包括に連絡しその旨を伝達

· （共通事項）

· 記録は台帳に保存し、再発防止、対応の改善等に役立てる

· 事故の内容は従業者全員の会議を開き、全員が情報を共有し、最善の対応ができるようケース検討会を開催する
